特別養護老人ホームの介護職員を対象とした音楽活動教育プログラムの開発　－音楽療法士と介護職員からの評価－ by 段 冀州 et al.
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　特別養護老人ホーム ( 以下，特養 ) の入所者は，認









































一致率は 0.8 以上と高い結果であったが，‘ 選曲への配慮 ’ の実行性（音楽経験なし）は一

























































































































評価を得ることをした。調査期間は，2017 年 10 月〜































































































項目 ) と音楽活動の実施に対する意識 (14 項目 ) につ
いて質問した。理解度は ｢全く理解できなかった｣ (1
点 ) 〜 ｢よく理解できた｣ (4 点 ) の 4 段階，効果と実






間一致率は級内相関係数 ( 二元配置変量，一致性 ) を
算出し，介護職員の研修会前後の変化は Wilcoxon の
符号付き順位検定，McNemar 検定の解析で捉えた。














効回収率は共に 100％であった。性別は男性 1 名，女
性が 4 名であり，音楽療法士としての平均経験年数は
14.2±5.0 年であった。
　音楽療法士による評価は表 2 のとおりである。A 音
楽活動への配慮の妥当性 (κ=0.275) と重要性 (κ=0.427)
を除き，各 A-C における全体の評価の一致率は 0.8 以
上であった。A 音楽活動への配慮について，‘ 入所高
齢者の心身への配慮 ’ の妥当性 (κ=0.451) と重要性 (κ
=0.569) は中等度の一致率であったが，実行性，汎用性，
分かりやすさは 0.8 以上であった。‘ 選曲への配慮 ’ は
全て 0.8 前後であったが，実行性（音楽経験なし）（以
下，なし）の中央値は 2 点以下が多かった。‘ 音楽の
再生への配慮 ’ の妥当性 (κ=0.222)，重要性 (κ=0.346)，
実行性 ( 音楽経験あり )（以下，あり）(κ=0.171) は低
い一致率を示し，下位項目の ‘YouTube で再生する ’ の
妥当性の中央値は 3 点，重要性は 2 点であった。‘ 音
楽の再生への配慮 ’ の実行性 ( なし )(κ=0.790) は中等
度であったが，下位項目の ‘ 生演奏で音楽を提供する ’
の中央値は 1 点であった。









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































目の ‘ 高齢者に “ お疲れ様でした ” 等ねぎらいの言葉
をかける ’ は最小値 2- 最大値 6 点となった。‘ リズム
体操 ’ の妥当性 (κ=0.606) と重要性 (κ=0.712)，‘ 導入
方法 ’ の妥当性 (κ=0.775) と重要性 (κ=0.688) は中等度
の一致率を示した一方，その他の項目は全て 0.8 以上
の高い一致率を示した。‘ リズム体操 ’ と ‘ 合奏 ’ の実
行性 ( なし ) は中央値 3 以下が多くみられた。







男性 7 名 (41.2％)，女性 10 名 (58.8％)，介護福祉士の
有資格者は 7 割であった。7 名 (41.2％) に楽器を習う
経験はあったが，音楽療法士の資格，歌唱の学習経験
および音楽活動実施の経験者はいなかった。
　音楽活動への関心の変化 ( 表 4) では，研修会前後
ともに高い関心率を示したが，有意な変化はなかった。
内容への理解度 ( 表 5) は，全ての項目で 80％以上の
参加者が ｢まあまあ理解できた｣ 以上に回答した。自
信の程度は 4.1±2.8cm であった。
　音楽活動への意識変化 ( 表 6) で有意差があった項目
において，｢音楽活動の実施者は限られている｣ (p<0.01)
































n (%) n (%)
音楽活動に関心の有無
1) あり 14 (82.4) 15 (93.8) 0.500
a
なし 3 (17.6) 1 (6.3)
関心がある理由
入所者の気持ちが明るくなるから 14 (82.4) 15 (88.2)
職員と入所者間のコミュニケーションを促進するから 10 (58.8) 10 (58.8)
入所者間のコミュニケーションが促進するから 6 (35.5) 5 (29.4)
入所者の生活の質を上げるから 6 (35.5) 1 (5.9)
入所者の生活環境が良くなるから 4 (23.5) 4 (23.5)
自分が音楽が好きだから 3 (17.6) 5 (29.4)
仕事環境が良くなるから 1 (5.9) 2 (11.8)




音楽活動に参加できる入所者が減っているから 3 (17.6) 1 (5.9)
職員の仕事量が増えるから 1 (5.9) 1 (5.9)













でには経験が必要である｣(p<0.01) は 5 点から 3 点へ，
「コミュニティ音楽療法の概念を知っている」(p<0.05)











度の一致率を示した。しかし，‘ 選曲への配慮 ’ の実行






　‘ 音楽の再生への配慮 ’ の妥当性，重要性，実行性
( あり ) の一致率は低く，その中 ‘YouTube で再生す








　B 音楽活動の実施では，‘ 展開中の言葉かけ ’ の妥当
性と重要性を除き，中等度からほぼ高度の一致率を示
した。しかし，一致率は高かったが，実行性（なし）
の職員では，‘ 導入方法 ’ における ‘ ニードと目的に応
じて展開 ’，‘ リズム体操 ’ における ‘ 目的 ’，‘ 合奏 ’ に













n n (%) n (%) n (%)
1 研修会の内容は理解しやすかった 0 1( 5.9) 13(76.5) 3(17.6)
2 音楽活動とは何かの説明は理解しやすかった 0 0 13(76.5)  4(23.5）
3 音楽活動の目的は理解しやすかった 0 0 13(76.5)  4(23.5）
4 音楽活動の目標は理解しやすかった 0 0  12(70.6）  5(29.4）
5 音楽活動の意義は理解しやすかった 0 0  14(82.4） 3(17.6)
6 音楽活動の構成は理解しやすかった 0 2(11.8）  11(64.7）  4(23.5）
7 音楽活動の準備における配慮は理解しやすかった 0 1( 5.9）  12(70.6）  4(23.5）
8 音楽の選曲方法は理解しやすかった 0 0  11(68.8）  5(31.3）
9 曲目の検索方法は理解しやすかった 0 0  11(64.7）  6(35.3）
10 歌詞の見せ方の注意点は理解しやすかった 0 0  11(64.7）  6(35.3）
11 音楽活動の導入についての説明は理解しやすかった 0 0  11(64.7）  6(35.3）
12 音楽活動の展開において内容を組み合わせることついて
の説明は理解しやすかった
0 2(11.8）  10(58.8）  5(29.4）
13 音楽活動の歌唱方法の説明は理解しやすかった 0 1( 6.3）  10(62.5）  5(31.3）
14 音楽活動のリズム体操の方法の説明は理解しやすかった 0 1( 6.3）  10(62.5）  5(31.3）
15 音楽活動の合奏方法の説明は理解しやすかった 0 0  11(68.8）  5(31.3）
16 音楽活動の展開中で高齢者の良いところをフィードバッ
クすることの大切さについての説明は理解しやすかった
0 3(18.8）   7(43.8）  6(37.5）
17 音楽活動の終了についての説明は理解しやすかった 0 2(12.5）   9(56.3）  5(31.3）
18 活動の記録用紙についての説明は理解しやすかった 0 2(12.5）  11(68.8）  3(18.8）







0 0 11(64.7) 6(35.3) 0








生活動作能力が改善する 4 (2-7) 4 (1-6) .747
a
筋力が維持・向上する 5 (1-7) 4 (2-7) .263
a
身体の痛みが軽減する 4 (2-6) 4 (1-6) .927
a
認知機能が改善する 5 (2-7) 5 (1-6) .856
a
心が落ち着く 6 (5-7) 6 (5-7) .180
a
不穏が改善する 5 (4-7) 5 (1-7) .206
a
徘徊行動が減る 4 (1-7) 5 (1-6) .782
a
抑うつ症状が改善する 4 (2-7) 5 (2-7) .213
a
回想する機会になる 6 (2-7) 6 (4-7) .417
a
悲哀が改善する 5 (2-7) 5 (2-6) .782
a
言語障害が改善する 4 (2-7) 4 (2-6) .719
a
緊張状態が改善する 5 (3-7) 5 (1-7) 1.000
a
活動に参加する意欲が向上する 5 (2-7) 5 (3-7) .755
a
物事に対する関心が増加する 5 (3-7) 4 (2-6) .169
a
不安が改善する 5 (2-7) 5 (2-6) .236
a
睡眠が改善する 4 (2-7) 4 (1-6) 1.000
a
入所者の幸福感が上がる 6 (3-7) 5 (3-7) .083
a
自分の気持ちを表せるようになる 5 (2-7) 5 (3-6) .873
a
表情が明るくなる 6 (4-7) 6 (4-7) .206
a
入所者同士のコミュニケーションが増加する 5 (1-7) 4 (2-7) .163
a
入所者同士の関係が良好になる 5 (1-7) 4 (2-7) .115
a
入所者の職員に対するコミュニケーションが増加する 5 (3-7) 5 (3-7) .083
a
入所者の職員に対するケアの拒否が減る 4 (2-6) 4 (3-6) .803
a
入所者の職員に対する信頼感が増加する 5 (2-6) 5 (3-7) .519
a
入所者が施設に対して家庭的感覚をもつ 3 (2-6) 4 (2-6) .305
a
職員が入所者に対して親密感をもつ 5 (3-7) 5 (3-7) .642
a
職員の入所者に対するコミュニケーションが増加する 6 (3-7) 6 (4-7) .157
a
職員の入所者に対する尊厳の気持ちが増加する 5 (2-7) 5 (3-7) .490
a
職員が入所者を社会の一員として認識する 5 (3-7) 5 (3-7) .763
a
入所者と職員が共同体として一体感をもつ 6 (3-7) 5 (3-7) .793
a
家族が職員に対して親密感をもつ 5 (3-7) 5 (3-6) .564
a
家族が施設に対して家庭的感覚をもつ 5 (3-7) 4 (2-6) .819
a
音楽活動が実施可能な対象者は限られている 6 (1-7) 6 (3-7) .365
a
音楽活動の実施者は限られている 6 (2-7) 5 (2-7) .008
a
音楽活動にはたくさんの道具・楽器が必要である 3 (1-5) 3 (1-5) .167
a
音楽活動を実施するにはたくさんの人が必要である 4 (1-6) 3 (1-6) .435
a
音楽活動の実施場所は限られている 5 (1-7) 3 (1-6) .181
a
音楽活動の実施時間は規定されている 4 (1-7) 4 (1-6) .134
a
音楽活動は頻繁にする必要がある 5 (3-7) 4 (1-6) .159
a








3 (2-4) 3.5 (1-4) .157
a
項目 n (%) n (%)
音楽活動を実施する人は音楽ができなくてもいい
3) はい 13 (76.5) 11 (78.6) 1.000 b
いいえ 4 (23.5) 3 (21.4)
はい 3 (17.6) 1 (7.1) .625 b
いいえ 14 (82.4) 13 (92.9)
音楽活動を実施する人はリズム感がなければならない
3) はい 1 (5.9) 2 (14.3) 1.000 b
いいえ 16 (94.1) 12 (85.7)
はい 10 (58.8) 8 (50.0) NA
どちらかわからない 7 (41.2) 7 (43.8)




































































































<2) 選曲への配慮 >5 項目，および ‘ 生演奏で音楽を























の配慮の ‘ 選曲への配慮 ’ の実行性（なし）は一致率が
高い状態で中央値は 1-2 点と低かった。また，‘ 音楽
の再生への配慮 ’ では，妥当性は軽度，重要性は中等
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Development of a music activity training program for care workers in nursing 
homes: Evaluation by music therapists and care workers
Jizhou Duan, Mayumi Kato1）, Miho Shogenji1）, Sanae Miyatani2）, Yuzo Sugayachi3）
Abstract
Background: The provision of music in nursing homes is related to the quality of 
life of residents. Care workers should provide appropriate music for residents even if 
music therapist is not available. In addition, music provision assimilating the concept 
of community music therapy is important to provide well-being by improving human 
relations. This study was performed to develop a music activity training program for care 
workers adopting the concept of community music therapy, based on prior research, such 
as learning theory, and to evaluate its reliability, validity, and feasibility.
Method: The reliability and validity of the program were investigated using an anonymous 
questionnaire by five music therapists for senior adults. Music activity training was given 
to 17 care workers, and the effects of the program were investigated using the anonymous 
questionnaires.
Results: In the evaluation by music therapists, all most intraclass correlation coefficients 
were ≥ 0.8. Without music experience, the feasibility was consistently considered low. After 
music activity training, there was a significant reduction in number of care workers who 
thought that “the number of people who can provide musical activities is limited,” and the 
degree of understanding of the concept of community music therapy increased significantly 
(p < 0.05).
Discussion: The evaluation results of the care workers and music therapists indicated that 
the content of the program was valid and it was deemed feasible. While care workers’ 
knowledge and confidence regarding music activity increased slightly, it will be necessary 
to adjust the content of the program and add music activity practices.
